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Excel のグラフ作成機能の一つである「散布図」を作成します。 
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1. 散布図とは 
 

 散布図とは、収集した二組のデータを、それぞれ x座標、y座標としてグラフ上

にプロットしたものです。 

 例えば下図のような試験結果の表が得られたとき、国語の点数を x座標、数学の

点数を y座標の点としてグラフ上にプロットします。 

 そうすると、各点の散らばり方から両者（ここでは国語と数学の点数）の傾向を

探ることができます。 

 

 

 

 

2. 表の作成 
 

 はじめに左図のような表を作

成します。 

 ファイル名は「散布図.xlsx」

とします。 

※ファイル名の語尾にある

“.xlsx”は Excel が自動で付け

てくれます。 

 

 

 

受験
番号

国語
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数学
(点)
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3. 散布図の挿入 
 

3.1. 散布図の挿入 

 

 リボン「挿入」-「散布図」をクリックします。 

 

 

 

 サブメニューが表示されるので左上の「散布図（マーカーのみ）」をクリックし

ます。 

 

 

 

クリック 

クリック 
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 そうすると、ワークシート内の

表を自動認識し、散布図を作成し

ます。 

 しかし、データを正しく認識し

てないため意味の無いグラフに

なってしまいます。 

 

 

 

3.2. データを正しく設定する 

 

 散布図を選択した状態でリボン「グラフツール」-「デザイン」-「データの選択」

をクリックします 

 

①クリック 

②クリック 

③クリック 



 

-4- 

 「データソースの選択」ダイアログが表示されるので、「凡例項目（系列）」欄に

ある全ての項目を削除します。 

 

 

 

  

①欄内の全項目が 

無くなるまでクリック 

②空になったのを確認 
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 まずは A組のデータを設定しましょう。 

 はじめに「凡例項目（系列）」欄の「追加」ボタンをクリックします。 

 

 

 「系列名」欄の右端にある ボタン

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 見出し「A 組」（セル B1）をクリッ

クし、「系列の編集」ダイアログ内の

ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

クリック 

クリック 

①クリック 

②クリック 
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「系列 X の値」欄の右端にある ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

A 組の国語の点数（セル B3～B12）

をドラッグし、「系列の編集」ダイア

ログ内の ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「系列 Yの値」欄の右端にある ボタ

ンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

①ドラッグ 

②クリック 

クリック 
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A 組の数学の点数（セル C3～C12）を

ドラッグし、「系列の編集」ダイアログ

内の ボタンをクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「系列名」、「系列 Xの値」、「系列 Yの

値」を設定したので「OK」ボタンをクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 下図のように「凡例項目（系列）」欄に「A 組」が追加されていることを確認し

てください。 

 

①ドラッグ 

②クリック 

クリック 

追加された 
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 続いて B組のデータを設定します。 

 まずは「凡例項目（系列）」欄の「追加」ボタンをクリックします。 

 

 

 B 組の系列名、Xの値、Yの値を設定し

ます。手順は A組のデータを設定した場

合と同じです。 

（左図を参考にすると良いでしょう） 

 

 

 

 設定するとこのように B組の系列も追加されます。 

 

 

クリック 

追加された 
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 最後に「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

 そうすると散布図が正しく表示されます。 

 

 

  

クリック 
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3.3. 見やすくする 

 

 デザインを調整した例です。参考にしてください。 

 

 

ɅȴȢɱ ǵɛȢɱɆ 

【着眼点 1】何のグラフかはっきりさせる 

グラフタイトル、横軸ラベル、縦軸ラベルを追加する。ただしレポートに貼りつ

ける場合、グラフタイトルはグラフエリアの下に配置する。 

【着眼点 2】横軸・縦軸ともに単位は[点]、範囲は 0～100 

単位・区間が等しいので、縦軸・横軸の長さもそれに合わせる（その結果、グラ

フエリアは正方形になる）。 

【着眼点 3】系列は A組・B 組の二つ 

カラー印刷を想定して、マーカー色を青・赤の対立色に設定。またモノクロ印刷

の場合でも区別がつくように、マーカーの形をそれぞれ○と□に設定した。 
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4. 近似線とその式を描画する 
 

4.1. 近似線とは 

 

 プロットした点を眺めてみると、ある線に集まっているように見えることがあり

ます。それがどのような線なのかを示すのが「近似線（近似直線、近似曲線）」で

す。近似線は関数式（ baxy += など）で表現できるので、様々な検証や予測に使

用することも可能です。 

 Excel はプロットされたデータから様々な種類の近似線を描画し、関数式（近似

式）を求めることができます。 

 主な近似線は以下のとおりです。 

 

線形近似 

 

一次関数（ baxy += 、a・bは定数）の近似線を描画します。 

 相関分析や回帰分析でよく使われます。 

指数近似 

 

 指数関数（ bxaey= 、a・bは定数）の近似線を描画します。 

 商品の売上（ただし発売初期に限る）の分析などで使われます 

移動平均 

 

 プロットした点と両側の点の平均値を算出、それを描画すること

でグラフを平滑化します。株価の推移予測などで使われます 
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4.2. 近似線を描画する 

 

 グラフ内の A組のデータ（プロット

されたマーカー）にマウスカーソルを

合わせます。 

（このとき説明が「系列"A 組"…」と

表示されるようにしてください） 

 

 

 

 

 

 

 そのまま右クリックし、「近似曲線の追加」をクリックします 

 

  

  

①マウスカーソルを

合わせる 

②「系列"A 組"…」と説明が

表示されるのを確認する 

クリック 
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「近似曲線の書式設定」ダイアログボックスが表示されます。 

 今回は直線を描画させるので「近似曲線のオプション」をクリックし、続いて「近

似または回帰の種類」を「線形近似」に、そして「グラフに数式を表示する」「グ

ラフに R-2 乗値を表示する」にチェックを入れてから「閉じる」ボタンをクリック

します。 

 

 

 

 

①クリック 
②クリック 

③クリックして 

チェックを入れる 
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 このように近似曲線と式が追加され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3. 見栄えを調整する方法 

 

 マウスカーソルを式ラベルに合わせます。 

（このとき説明が「系列"A 組"近似曲線…」と表示されるようにしてください） 
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 ダブルクリックすると、「近似曲線ラベルの書式設定」ダイアログが表示される

ので、式の表示形式、ラベルの背景色等の調整ができます。 

 

 

 式ラベルの書式を設定し、位置を移

動して見やすくしてみました。 
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5. 完成 
 

 B 組の近似曲線を追加し、デザインを調整しました。参考にしてください。 

 

 

ɅȴȢɱ ǵɛȢɱɆ 

【着眼点 1】どの系列がどの近似線を描いているのかを明確にする 

A 組は青色を使用しているので、近似線の色、近似曲線ラベルの背景色を青系に

した。同様に B 組は赤系の色にそろえた。（ただし、モノクロ印刷を想定する場合

は、実線・破線などの線種や背景パターンなどを用いて区別できるようにする） 

【着眼点 2】近似式、R-2 乗値を読み取りやすくする 

今回は各数値を少数第 2位まで表示させ、フォントを等幅系（「MSゴシック」や

「MS 明朝」など）にした。 

【着眼点 3】不要な情報（示すと冗長になる情報）は削除する 

凡例に近似曲線が表示されるが、前述した「着眼点 1」で近似曲線は明確に区別

できるようにしている。よって凡例から近似曲線を削除した。 
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6. R-2 乗値とは…相関の強弱 
 

 近似線を描画させる際に，近似式と R-2 乗値を表示させました。 

 この R-2 乗値とは｢決定係数｣と呼び，数学（統計学）では 2R であらわし,以下の

性質を持ちます。 

 

10 2 ¢¢R  

 

 また，決定係数は 2つの値の相関の強弱（関連性の強さ）をあらわします。 2R と

散布図との関係は以下のとおりです。 

近似線を引けそうもない 

 
5.02 <R  

【相関は無い】 

近似線を引けるかも？ 

 
8.05.0 2 <¢R  

【弱い相関がある】 

近似線を引ける！ 

 
18.0 2 ¢¢R  

【強い相関がある】 

※数値はあくまで目安です 

 

 よって，今回作成した散布図を見れば国語の点数と数学の点数の相関を確かめる

ことができます。またクラス別に決定係数を算出していますので，クラス別に相関

を比較することもできますよね？ 
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